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南
種
子
町
は
、
種
子
島
の
南
部
に
位
置

す
る
面
積
一
〇
九·

九
四
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
人
口
四
九
三
三
人
（
二
〇
二
六
年

三
月
末
現
在
）
が
暮
ら
す
自
治
体
だ
。

一
九
六
九
年
に
「
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ

ー
」
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
、
町
と

し
て
も
宇
宙
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
お
り
、
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機

構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
の
協
力
の
も
と
、
宇
宙

や
ロ
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て
学
べ
る
小
中
学
生

を
対
象
と
し
た
「
離
島
留
学
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
な
ど
を
展
開
し
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
近
年
、
町
が
取
り
組
ん
で

い
る
施
策
お
よ
び
、
国
の
「
特
定
有
人
国

境
離
島
地
域
社
会
維
持
推
進
交
付
金
（
以

下
、
有
人
国
境
離
島
交
付
金
）」
の
活
用
事

例
を
紹
介
す
る
（
現
状
は
二
〇
二
六
年
四
月

の
取
材
時
）。

町
の
経
済
活
性
化
に
向
け
た

電
子
地
域
通
貨
「
あ
ば
！
Ｐ
ａ
ｙ
」

　
全
国
で
急
速
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

が
普
及
し
て
お
り
、
経
済
産
業
省
に
よ
れ

ば
二
〇
二
五
年
の
同
決
済
比
率
は
五
八
パ

ー
セ
ン
ト
に
ま
で
達
し
て
い
る
。
こ
の
状

況
に
先
ん
じ
、
南
種
子
町
で
は
、
電
子
決

済
を
通
じ
た
地
域
経
済
の
循
環
を
目
指
し
、

電
子
地
域
通
貨
「
あ
ば
！
Ｐ
ａ
ｙ
」
を
二

三
年
に
導
入
し
た
（「
あ
ば
！
」
と
は
種
子

島
の
方
言
で
「
驚
い
た
！
」
の
意
）。

　
利
用
者
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
印
刷
さ
れ

た
カ
ー
ド
ま
た
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

ア
プ
リ
に
、
町
内
の
加
盟
店
で
現
金
を
チ

ャ
ー
ジ
し
て
使
用
す
る
。
利
用
者
に
は
、

チ
ャ
ー
ジ
額
の
一
パ
ー
セ
ン
ト
分
の
金
額

が
上
乗
せ
さ
れ
る
特
典
が
あ
る
。
参
加
す

る
町
内
事
業
者
は
、
当
初
五
〇
社
ほ
ど
だ
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っ
た
が
、
現
在
は
約
八
〇
社
ま
で
増
加
し

て
い
る
。
運
営
は
町
が
行
な
い
、
加
盟
事

業
者
か
ら
の
手
数
料
を
運
営
費
と
上
乗
せ

チ
ャ
ー
ジ
分
に
充
て
て
い
る
。

　
二
〇
二
五
年
か
ら
は
「
観
光
あ
ば
！
Ｐ

ａ
ｙ
」
と
し
て
、
町
外
な
ら
び
に
島
外
の

方
も
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

役
場
や
一
部
加
盟
店
で
カ
ー
ド
が
配
布
さ

れ
て
い
る
ほ
か
、
あ
ら
か
じ
め
一
定
額
が

チ
ャ
ー
ジ
さ
れ
た
カ
ー
ド
が
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
と
な
っ
て
い
る
。

　
町
で
は
全
住
民
に
対
し
「
あ
ば
！
Ｐ
ａ

ｙ
」
を
登
録
、
支
給
し
て
お
り
、
国
の
物

価
高
騰
対
策
な
ど
の
給
付
金
事
業
を
行
な

う
際
に
、
現
金
や
紙
の
商
品
券
で
は
な
く
、

あ
ば
！
Ｐ
ａ
ｙ
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
給
付

す
る
こ
と
で
、
迅
速
な
支
給
に
つ
な
げ
て

い
る
。
ま
た
、
使
用
期
限
を
設
け
る
こ
と

で
、
貯
金
で
は
な
く
、
町
内
の
経
済
活
性

化
に
確
実
に
つ
な
げ
る
の
も
ね
ら
い
の
一

つ
だ
。
導
入
か
ら
二
年
半
が
経
過
し
、
住

民
へ
も
着
実
に
浸
透
し
て
い
る
。

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

地
域
交
通
「
の
る
ー
と
南
種
子
」

　
地
域
交
通
の
課
題
解
決
を
目
指
し
て
、

二
〇
二
五
年
に
導
入
し
た
の
が
Ａ
Ｉ
デ
マ

ン
ド
交
通
「
の
る
ー
と
南
種
子
」
だ
。
町

で
は
従
来
、
定
期
路
線
バ
ス
が
五
路
線
運

行
し
て
い
た
が
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
も
兼
ね

る
な
ど
、
運
行
時
間
に
制
約
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
バ
ス
は
路
線
ご
と
に
一
台
し
か
な

く
、
一
路
線
の
運
行
に
四
〇
分
～
一
時
間

程
度
を
要
す
る
。
利
便
性
の
悪
さ
か
ら
、

利
用
者
数
が
低
迷
し
、
い
わ
ゆ
る
〝
空
気

を
運
ぶ
〟
よ
う
な
状
況
も
見
ら
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
バ
ス
を
代
替
す
る
と
と
も
に
、

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
も
応
え
る
交
通
手
段

と
し
て
「
デ
マ
ン
ド
交
通
」
を
始
め
た
。

四
月
か
ら
半
年
間
の
実
証
運
行
を
経
て
、

一
〇
月
よ
り
本
格
稼
働
し
て
い
る
。

　
利
用
者
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
電
話
、

町
役
場
ほ
か
公
共
施
設
に
設
置
さ
れ
た
専

用
タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
乗
降
場
所
や
時
間
を

入
力
し
て
予
約
す
る
。「
町
内
便
」
は
町

内
全
域
を
運
行
エ
リ
ア
と
し
、
利
用
者
は

自
宅
か
ら
ス
ー
パ
ー
、
病
院
な
ど
の
目
的

地
へ
「
ド
ア
・
ト
ゥ
・
ド
ア
」
で
の
移
動

が
可
能
と
な
る
。
効
率
的
な
運
行
に
向
け
、

複
数
の
予
約
が
あ
る
場
合
は
、
Ａ
Ｉ
が
最

適
な
ル
ー
ト
を
構
築
し
て
い
る
。
利
用
状

況
な
ど
に
も
左
右
さ
れ
る
が
、
現
在
、
通

常
時
は
予
約
か
ら
一
〇
分
程
度
で
乗
車
で

き
る
と
い
う
。
二
六
年
二
月
ま
で
に
六
〇

〇
〇
人
近
い
利
用
が
あ
り
、
う
ち
半
数
が

七
〇
代
以
上
と
、
交
通
弱
者
支
援
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

「のるーと南種子」の使用車両には、予約
やルートを示すタブレットが備えられている。
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こ
の
ほ
か
、
中
種
子
町
の
種
子
島
空
港

と
南
種
子
町
を
結
ぶ
「
空
港
便
」
も
飛
行

機
の
発
着
に
合
わ
せ
て
一
日
五
便
運
行
さ

れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
乗
車
場
所
や
時
間

が
固
定
さ
れ
て
い
る
点
で
従
来
の
定
期
路

線
バ
ス
の
運
用
に
近
く
、
前
日
ま
で
に
予

約
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
空
港
か
ら

南
種
子
町
へ
向
か
う
際
は
、
二
〇
地
点
か

ら
降
車
場
所
を
選
択
で
き
る
。

ス
マ
ー
ト
農
業
と

有
機
農
業
の
実
践

　
南
種
子
町
で
は
、
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
や
後
継
者
不
足
な
ど
の
課
題
に
直
面
し

て
い
る
。
こ
の
状
況
の
改
善
に
向
け
、
町

が
推
進
し
て
い
る
の
が
ス
マ
ー
ト
農
業
と

有
機
農
業
で
あ
る
。

　
ス
マ
ー
ト
農
業
で
は
、
国
の
「
デ
ジ
タ

ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
」
を
活
用

し
、「e-kakashi（
イ
ー
カ
カ
シ
）」
と
い

う
、
温
度
・
湿
度
・
土
壌
水
分
な
ど
の
環

境
デ
ー
タ
を
圃
場
に
設
置
し
た
セ
ン
サ
ー

で
収
集
し
、
分
析
す
る
仕
組
み
を
整
備
し

て
い
る
。
ベ
テ
ラ
ン
農
家
が
長
年
の
経
験

で
行
な
っ
て
い
た
栽
培
技
術
を
可
視
化
し
、

農
家
全
体
で
栽
培
の
改
善
点
や
適
切
な
作

業
タ
イ
ミ
ン
グ
を
把
握
し
や
す
く
す
る
こ

と
が
ね
ら
い
だ
。
ハ
ウ
ス
内
の
二
酸
化
炭

素
濃
度
不
足
が
原
因
で
マ
ン
ゴ
ー
の
生
育

が
不
良
と
な
っ
て
い
た
農
園
で
、
換
気
方

法
の
改
善
に
よ
り
収
量
向
上
に
つ
な
が
っ

た
事
例
な
ど
、
成
果
も
出
始
め
て
い
る
。

ま
た
、
水
稲
の
除
草
を
自
動
で
行
な
う

「
ア
イ
ガ
モ
ロ
ボ
ッ
ト
」
を
導
入
し
、
除

草
剤
を
使
用
せ
ず
に
、
農
家
の
負
担
を
軽

減
す
る
試
み
も
な
さ
れ
て
い
る
。

　
化
学
肥
料
お
よ
び
農
薬
な
ど
を
使
用
し

な
い
有
機
農
業
に
つ
い
て
は
、
町
と
有
限

会
社
か
ご
し
ま
有
機
生
産
組
合
ほ
か
関
係

機
関
に
よ
っ
て
、
二
〇
二
二
年
に
発
足
し

た
「
南
種
子
町
有
機
農
業
推
進
協
議
会
」

を
中
心
に
新
規
就
農
支
援
や
、
生
産
指
導

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
特
徴
的
な
の
が

学
校
給
食
に
対
す
る
取
り
組
み
で
、
有
機

栽
培
し
た
ニ
ン
ジ
ン
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
米

な
ど
を
給
食
セ
ン
タ
ー
や
保
育
園
に
提
供

し
て
い
る
。
食
育
に
関
連
し
て
も
、
町
で

は
二
〇
二
六
年
一
月
か
ら
、
町
内
で
生
産

さ
れ
、
島
外
で
肥
育
さ
れ
た
和
牛
「
黒
毛

姫
牛
」
を
月
に
数
回
、
給
食
の
食
材
と
し

て
提
供
を
始
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
、
食
育

や
地
産
地
消
の
充
実
は
、
地
元
住
民
に
留

ま
ら
ず
、
離
島
留
学
生
の
保
護
者
な
ど
に

も
喜
ば
れ
て
い
る
。

特
産
品
を
生
か
し
た

イ
タ
リ
ア
ン
ジ
ェ
ラ
ー
ト

　
南
種
子
町
に
二
〇
一
一
年
に
移
住
し
た

風
間
辰
広
さ
ん
が
経
営
す
る
「
株
式
会
社

有機農業の生産品は、
町の直売所でも購入できる。



103 新技術で課題解決に取り組む「宇宙のまち」

株式会社HOPEの風間辰広さん。

種子島の特産品を使った
イタリアンジェラート。

Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
」。
現
在
、
宿
泊
業
を
中
心
に
、

脱
毛
エ
ス
テ
や
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
な
ど
の
レ

ン
タ
ル
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
運

営
な
ど
、
多
角
的
に
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
こ
の
う
ち
、
有
人
国
境
離
島
交
付

金
を
活
用
し
て
、
一
八
年
に
開
業
し
た
の

が
イ
タ
リ
ア
ン
ジ
ェ
ラ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
だ
。

き
っ
か
け
は
、
地
元
の
農
家
と
の
交
流
で
、

生
果
で
消
費
し
き
れ
な
い
ポ
ン
カ
ン
、
タ

ン
カ
ン
を
加
工
品
に
で
き
な
い
か
と
考
え

た
際
に
、
ジ
ェ
ラ
ー
ト
へ
の
加
工
を
思
い

つ
い
た
と
い
う
。
冷
凍
設
備
な
ど
製
造
機

器
の
整
備
に
交
付
金
を
活
用
し
、
三
人
を

新
た
に
雇
用
し
た
。

　
地
元
の
農
産
品
の
有
効
利
用
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
た
ジ
ェ
ラ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
は
、
門

倉
岬
近
く
で
天
日
乾
燥
に
よ
り
作
ら
れ
る

塩
「
七
つ
の
海
」
や
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
に

こ
だ
わ
る
田
上
製
茶
の
抹
茶
な
ど
町
内
の

特
産
品
を
は
じ
め
、
安
納
芋
、
牛
乳
、
黒

糖
な
ど
島
内
の
産
品
を
最
大
限
に
活
用
し

て
い
る
。
国
内
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
や
百
貨

店
の
催
事
へ
の
出
店
な
ど
、
販
路
拡
大
に

も
注
力
し
て
お
り
、
Ｊ
Ｒ
九
州
の
ク
ル
ー

ズ
ト
レ
イ
ン
「
な
な
つ
星
in
九
州
」
の
デ

ザ
ー
ト
に
も
採
用
さ
れ
た
。
ま
た
、
高
い

品
質
が
評
価
さ
れ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど

海
外
へ
の
輸
出
も
実
現
し
て
い
る
。

「
都
会
で
は
な
く
て
、
島
だ
か
ら
こ
そ
事

業
を
成
功
さ
せ
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
私
自
身
も
種
子
島
の
風
景
が

好
き
で
す
し
、
子
ど
も
に
と
っ
て
は
故
郷

で
す
か
ら
、
将
来
戻
っ
て
来
ら
れ
る
場
所

と
し
て
残
せ
る
よ
う
、
地
域
を
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
で
す
」◆

　
南
種
子
町
で
は
、二
〇
二
四
年
に「SPACE 

TOW
N 

南
種
子
」と
し
て
改
め
て「
宇
宙
の

ま
ち
」
を
宣
言
し
た
。
こ
の
時
の
小
園
裕

康
町
長
の
「
南
種
子
町
は
新
し
い
も
の
を

受
け
入
れ
、育
み
、広
げ
て
い
く
力
を
持
っ

て
い
ま
す
」
と
い
う
言
葉
は
、
ま
さ
に
今

回
取
り
上
げ
た
新
技
術
の
活
用
に
対
す
る

町
の
積
極
性
を
裏
づ
け
て
い
る
。
地
域
経

済
の
活
性
化
、
交
通
弱
者
の
利
便
性
向
上
、

持
続
可
能
な
農
業
の
展
開
な
ど
、
目
的
を

明
確
に
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
意
欲
的
に

新
し
い
取
り
組
み
に
挑
戦
し
て
い
る
の
が

印
象
的
で
あ
り
、
今
後
の
展
開
が
ま
す
ま

す
楽
し
み
で
あ
る
。	


